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北海道本部の会員･会友の皆様、いかがお過ごしでしょうか？ 
平成 23 年 4 月 11 日付けで社団法人から公益法人に移行してから約 1 年半が過ぎました。

この間、北海道支部が北海道本部となり、関東甲信越地域では 8 つの県支部が組織され、他

の地域本部でも県支部の立ち上げの動きが活発に検討されております。また、日本技術士会

ではこれらの動きと併行して公益社団法人としての全国的な組織としての運営や取組につい

ての検討も進められ、組織運営に関わる規則等ルールの見直しが図られております。 
これらの検討の結果、北海道本部を含む「地域組織の設置運営に関する規則」がほぼ固ま

り、これに沿って平成 25 年度以降に向けた北海道本部の運営もいくつか変わりますので、そ

の概要を会員･会友の皆様にお知らせします。 
 
今回皆様にお知らせする事項は以下の２点です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．北海道本部の幹事（いわゆる役員）の選出方法について 

北海道本部から九州本部までの８本部を地域本部と称し、各地域本部を運営する本部長、

副本部長、会計監事のいわゆる役員を総称して「幹事」と呼びます。この地域本部幹事の選

出方法が統括本部（東京）の理事と同様に選挙に替わります。 
今までは役員候補者選考委員会を立ち上げ、北海道本部の次期幹事候補を選定し、北海道

本部役員会の了承を得て定時総会にかけて決定しておりました。平成 25 年度からは、北海道

本部幹事として立候補し、北海道本部会員による選挙を行って北海道本部幹事候補者が決ま

る形に変更になります。 
選挙の詳細につきましては、会員の方は、日本技術士会の会誌 月刊『技術士（PE）』12 月

号に掲載される予定ですのでご覧下さい。その後、関連する情報は日本技術士会や北海道本

部のホームページにも掲載される予定ですので会友の方も含めてそちらもご覧下さい。 
主なポイントを列記すると以下の通りです。 
(1) 任期 

統括本部（東京）の定時総会（６月開催）終結後から次の定時総会までの 2 年間（実

質的には７月～２年後の６月末）。 

 
１．北海道本部の幹事（いわゆる役員）の選出方法が選挙になります 

平成 25 年２月に立候補活動がスタートして３月末に選挙となる予定。 

 

２．北海道本部の定期総会がなくなり、年次大会に替わります 

毎年８月頃開催となる予定。 

 

お 知 ら せ 



(2) 被選挙権 

・役員改選前々年の 12 月末までに入会している正会員であること。 

・本会もしくは地域組織における役員、委員会委員もしくは部会幹事としての役職経験

が合わせて２年間以上あること。 

・前記に該当しない場合、当該地域の正会員５名以上からの推薦があること。 

(3) 選挙のスケジュール 

選挙は統括本部（東京）の理事選挙と同様に行われるため、平成 25 年２月に立候補活

動がスタートして３月末に選挙となる予定。 

 
２．定期総会から年次大会への変更について 

今まで北海道本部の事業活動および運営に係わる事項は役員会で審議し、年間活動報告や

収支決算･予算等の総括的な議題等については毎年４月の定期総会にかけて決定しておりま

したが、平成 25 年度からは、毎年度の事業内容に関する総括的な議題等（年間計画、予算、

決算など)は北海道本部役員会で審議し、統括本部（東京）理事会での承認を得て決定する形

となります。定期総会がなくなり、統括本部理事会で決定された年間計画を報告する年次大

会が開催される形となります。 

主なポイントを列記すると以下の通りです。 

(1) 平成 25 年度からは審議･決定機関が次のようになります。 

・北海道本部の議題（地域課題）は、北海道本部役員会で審議して決定する。 

・北海道本部の総括的な議題等（年間計画、予算、決算など）は北海道本部役員会で審

議し、統括本部理事会での承認を得て決定する。 

(2) 年次大会の概要 

・議決機関は理事会であるため、年次大会は審議の場ではなく、年間計画、決算･予算を

伝え、会員の意見を聞く場となる。 

・会友は年次大会に出席できるが、意見を述べることはできない。 

・選挙後、東京での定時総会（６月）終結後に開催される新理事による統括本部理事会

が７月中下旬となることから、年次大会は８月頃開催予定となる。 

 
 地域組織に関する事項の検討は統括本部（東京）で審議を継続しているものもある関係上、

会誌掲載のタイミングが合わないこともあって、今回はやむなくこのように『お知らせ』を

同封することにいたしました。北海道本部の会員･会友の皆様には、今後も適時変更点などを

会誌やホームページ等を通じてお知らせしていく予定です。 

平成 25 年度からは、北海道本部を含む地域組織にとっては大きな転換期となりますが、こ

の機会に会友の皆様には、公益社団法人日本技術士会の会員となって頂き、北海道本部の委

員会活動や研究会活動等を更に充実したものとなるよう、今後ともご支援ご協力をよろしく

お願いします。 

 

 最後に、平成 25 年 10 月 3 日～6日には北海道本部の運営で「第 40 回技術士全国大会（札

幌）」が開催されます。7 月には既に実行委員会を立ち上げ準備を始めております。9月 21 日

～24 日に開催された「第 39 回技術士全国大会（大阪）」では、次回の開催の宣伝を行ってき

ました。その時に配布しましたチラシ（白黒版）を同封しておりますので来年のスケジュー

ルに組み込むことをお願いすると共に北海道本部の多くの方々の参加を期待しております。 
 

以上 


